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ウス キモ ン ノ メイ ガ (中 宮 . 富沢 , 1977) 
オオ ウン ホソ ハマ キ (白山 . 川辺 , 1971) 
タカ ネ ハ イイ ロ ハ マ キ (室堂 平 . 川辺 , 1970) 



















































































22. 小笠 原 の 蝶 の 生態 小路 葉 明 (茨木 市 ) 
筆者 は 過去 4 回 に わた り 小 等 原 (母島 , 父島 , 多 島 ) へ 濾 生 し GS を で で 観 宗 し た 蝶 の 生態 に つい て に 紹介 
柱 名 プア グ ゲ A 敵 a . 2 SR 6 
二年生 3 9 一 11 月 | 通 年 通 年 (た だ し 2 月 10 一 12 月 不詳 | ( 但 , 2 月 
思わ れる ) | _ | 。 は 未 記録 ) | _| 未 記 録 ) 
| 栽 夫 NS ャ ン | セイ ペン を ョ | クサ ャ ン オォ バシ マト ラ モモ タマ | マセ イヌ ハチ ジョ ウッ 
: | ナ (Cassia | コシ | ) サキ ナ - に スス キ を 次 
| アウ ザン コ |alata) SA ND ※%% 
ショ ツ 次 。 インド サイ | ズ メ ヒエ | マメ (クス ノ キ 科 ) | サト ウキ ビ 
| ヒス ザン シ カチ ? 他 1 |「 サト ウツ キビ , ュ プ アガシ * 
食 草 ! 』 ッ 支 種 (Cassia 」 イヌ アッ (見 : 人 
SD. ) 次 ) ハチ ジョ ッ ウッ グ ツ 
シュ ロ ガ マ ヤッ 1 
J > 
i ギョ ウッ ギ シ ノ | 
mm ! 本 培っ ee ー 
リラ ジン 区 ナチ 吸 汁 : タ コノ シマ ザク シマ ザク ラ モモ タマ 不詳 ラン タナ 
ナガ ボッ ッ ツ キ 腐 果 ラ 「 オ オバ シマ ムラ ) ザ が ナガ ボソ ツウ 
ミト ブチ ガ ジ ュ サキ 
GE 6 「 アゲ ラー タム 
ぶ と 府 果 モン テン ボク 
ムー ジン セ メ ツ バ 
日 中 日 タ 去 テリ トリ ー リト リー 
時 填 陸生 HE 昌 を 張る タ 計 10 負 、 の % ろ 
導 罰 介 の 新 革 人 重 の 新 革 合間 の 上 斎 つば に 原則 と し て , 成 | つぼみ に 不詳 。 成 表 面 に 
一 若葉 に 1 裏 に 1 卵 ず 面 に 1 一 数 卵 1 卵 ず つ 葉 裏 面 に 1 卵 ず 1 卵 ず つ i MB 
形 式 | | っ う 2 「 っ 
幼 上 の 入間 の 代表 ee 葉 裏 ~ 茎 つぼ み ・ 花 薄 花穂 。 | 巣 内 | 巣 内 
静止 位置 花 の 中 
聞 化 食 構 の 校 信吉 の 析 革 上 根 ぎ わ の 食 樹 の 根 ぎ わ の 不明 業 内 。 巣 内 
| 卵 寄生 蜂 
その 他 _ 幼虫 寄生 螺 
( ' | ( 未 同定 ) 確 認 
※ 大 西 公 一 氏 に よ 〇 詳細 は Crude 11, 13, 14) に 掲載 済 . 
* テ メト 島 詩 三 , 村 和 R に よる 
*※※ 震 山 潤 三 氏 に よ 
次 未 発表 
23. 日 本 産 モ ン キ チョ ウ 属 の 一 未 記録 種 に つい て 白水 隆 ( 九 大 ・ 数 養 ・ 生 物 ) 


日 本 で は 未 記 録 の モン キチ ョ a ツ 属 の 1 種 , Colzas fieldii Ménétries が 四国 お よび 九州 で 採集 され て いる こと が 判 
明 し た の で 報告 し た い . 調査 し た 標本 は 下記 の 2 頭 . 

18, 徳島 県 徳島 市 丈 太 町 , 1965 年 11 月 13 日 , 平井 雅男 氏 採 集 . 

19, 福岡 県 遠賀 郡 芦屋 町 浜口 , 1964 年 10 月 , 石川 必 宏 ・ 石 川 延 寛 氏 採集 . 

この 2 頭 の 標本 に よる 限り R. Verity (Rhopalocera Palaearctica, 1905 一 1911) の 図示 し た 中 国産 の 亜 種 
subsp. ckinensis Verity よ りゃ も , むし ろ 原 名 亜 種 (演者 は ネパール , アフ ガニ スタ ン の 標本 と 比較 し た ) に 近い . 

現在 の と ころ , 本 種 は 日 本 の 土 落 種 と は 考え 難く , 大 陸 か ら の 迷 ナ チョ ッ ま た は 迷 チ ョ ッ に 由来 する 一 時 的 な 発生 個 
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体 で あっ た と 推察 きれ る . な お 日 本 で 発見 され た この 機 に , 本 種 の 和 名 と し て ダイ ダイ モン キチ ョ ツウ ツ (また は フィ ー 
ルド ダイ ダイ モン キチ ョ ュ ッ ウッ) と 呼ぶ こと を 提唱 し た い . な お 精細 に つい て は “ 蝶 と 上 賊 ” に 近く 発表 の 予定 で ある . 





24. アゲ ハチ ョ ウ 上 科 の 中 胸 側 板 の 特 異性 江 本 純 (南山 大 ・ 生 物 ) 


ァ ゲ ハチ ョ ッ 上 科 の 中 胸 側 板 の 形 態 は , 他 の 鱗 麺 類 の それ と は か な り 異 な る 特異 な ぁ る の で ある . その 特徴 は para- 
coxal suture の 背 方 へ の 張 出 し と 部 分 的 消失 , anepisternum の 退化 , preepisternum の 退化 , など で ある . こ 
れ ら の 諸 特 徴 を 兼ね 具 % て いる も の に は , ジャ コウ アゲ ハ ・ ア オス ジア ゲハ ・ ナ ミア ゲハ ・ モ ン シ ロ チョ ウ ・ サ カ ハ 
チチ ョ ウッ な ど が あげ られ る . と ころ が , これ ら の 諸 特 徴 を すべ て の アゲ ハチ ョ ッ 上 科 の 種 が 兼ね 共々 えて いる わけ で は 
な い . た と えば , アプ アゲハチョウ 科 の テン グ ア ゲ ハ は 大 き な anepisternum と 完全 な preepisternum を 残し て いる 
し , ホソ オア ゲハ で は paracoxal suture の 消失 は 起こ っ て いな い . 同じ よう 5 に, ウラ ギン シジミ や アカ シジミ や 
テン グチ ョ ウッ ウ な ど に も この よう な こと が 観察 され る . また t-p 13 と いう 3 筋肉 の 付着 する 位置 た 関し て は 原始 的 な も 
の か ら 特 化し た も ゃ の まで の 連続 的 な 変異 が みとめ られ る . 

未 統 発生 の バ パターン に は , 主 に homology, homoiology, parallelism, convergence な ど が 考え られ て いる . 
ァ ゲ ハチ ョ ッ 上 科 の 中 胸 側 板 の 変異 の 状態 を みる と , それ ぞ れ の 科 の 内 部 に お いて すべ て の 諸 特 徴 を 兼ね 具 % た も の 
か ら 原 始 的 な 特徴 を 部 分 的 に 残し て いる も の まで 存在 し , また 諸 特 徴 を 兼ね 具 え た も の で は , 系 統 の 異な る も の で も 
類似 し た 形態 を 示し て いる . この よう な 変異 の パタ ー ン は , アゲ ハチ ョ ウッ 上 科 全 体 の 中 胸 側 板 が 共通 する 方 向 性 を も 
っ て 進化 し て きた こと を 示し て いる と 考え られ , この よう な 変化 過程 を homoiology に 相当 する と 思わ れる . 























25. 鱗 燃 類 の 映 の 刺 毛 に つい て 中 村 正 直 (東京 都 ) 


鱗 克 類 の 遇 の 刺 毛 が 幼虫 の それ と 相同 で ある こと は , すでに 知ら れ て いる . 個体 発生 的 に みて , 原始 的 な 虹 の 刺 毛 
は 幼虫 の 刺 毛 と 同一 で あり , 進化 し た 虹 の 刺 毛 は 成虫 の 刺 毛 と 同じ と 考え を られる. 成虫 の 刺 毛 は 完全 な 三次 刺 毛 で あ 
り , 感覚 器官 と し て の 機能 は 失わ れ て いる と 思わ れる の で , この 見 方 か ら す れ ば 無 毛 と 同じ で ある . 従っ て 無 毛 また 
は 一 次 刺 所 の み の 遇 一 Sphingoidea, Bombycoidea (ここ で は Saturnioidea を 含め る ), Rhopalocera が 最 
も 進化 し た 段階 に ある と 認め られ る . 一 般 に , 遇 で は 幼虫 刺 毛 と 同一 の 状態 か ら 進 化す る に つれ 次 第 に 刺 毛 が 消失 し , 
遂に 無 毛 (一 次 刺 毛 化 ) に 至る と み ら れ る が , 刺 毛 消失 は 不 規 則 に 起こ る の で は な く , 大 別して 次 の 順序 で 進行 する . 
まず , 腹部 域 (V, SV, SL), 次 いで 萌 部 域 (D), 最後 に 気 門 域 (SD,L) で ある . 恐らく 感覚 器官 と し て の 役割 の 重 
要 度 に 差 が ある た めで あろ 25. 刺 毛 が 消滅 し て 行き , 最後 に 残る の は LL: で ある . この 例 は Liocrobyla 属 や Cuphodes 
属 に み ら れ る . 一 般 に Gracilarioidea に 属す る ハモ グリ ガ が は 東毛 減退 の 点 で 分 化 が 進ん で いる よう に 思わ れる が , 
これ が ハモ グリ と いう 習性 に 起因 する も の か どう か は 軽々 し く 断 定 出 来 な い . ハモ グリ の 習性 を も つ 第 の 上 科 に 属す 
る 螺 で 必ず し ゃ 東毛 消失 が 進ん で いる と は いえ を ない から で ある . し か し 分 化し た Macrolepidoptera の な か で , 土 
中 遇 化 する も の は そう で な いも の に 比べ , 刺 毛 消失 の 進む 傾向 が 認め られ る . これ に つい て は 幣 化 習性 の 進化 現象 と 
平行 的 に 考え を て みな けれ ば な ら な い だ る ろう . 気 門 域 の 刺 毛 の 変化 は 主として 上 科 や 科 の 特徴 と し て 現れ (Dre- 
panoidea や Pyralioidea), 背部 域 の 変化 は 亜 科 や 族 の 区 別 点 と し て 認め られ る こと が 多い が , 腹部 域 の 変化 は 属 
や 時 に よっ て は 種 に よっ て も 異な る こと が ある . この 点 で $ ぁ 各 刺 毛 の 重要 度 に それ ぞ れ 違い の ある こと が 分 る . 



































26. タテ ハチ ョ ウ 亜 科 の 幼生 期 の 研究 1 (1 齢 幼 虫 の 1 次 刺 所 配列 ) 中 西 明 徳 ( 九 大 ・ 教 養 ・ 生 物 ) 








Nympbhalis antioba を 除く 日 本 土着 の タテ ハチ ョ ツウ 亜 科 の 14 種 , お よび Hypolimnas の 0772 の , H. missipus, 
Precis hedonla, P.iphita, P.lemonias, P.atilites, Doleschalia bisaltide, Anartia fatima の 12 属 22 種 の 1 齢 
幼虫 を 調べ , 本 亜 科 の 刺 毛 配列 , 東毛 の 形状 の 基本 型 を 推定 し た . これ に 基づき , 各種 の も つ apomorphy を 明らか 
に し た . 頭 部 刺 毛 配列 は 全 種 に お いて きわ め て 均一 で あり , 特 化 は 認め られ な か っ た . 胴 部 刺 毛 配列 は Nympkhalis, 
Aglais, Kaniska, Inachis, Araschnia, Vanessa の 6 属 に お いて は 全く 特 化 が 認め られ な か っ た が , 残り の 6 属 
に お いて 顕著 な 特 化 が 見 られ た . Po の gozzZ は 前 胸 , 第 10 腹 節 を 除く 各 体 飾 で 工 刺 毛 の 数 の 増加 と い 5 特 化 を 示し , 
これ は 本 属 の autapomorphy と 考え られ る . し ば し ば 属 の 帰属 が 問題 に な る エル タテ ハ $ も 1 傾 幼 虫 に 基づく 限り は 
疑い も な く Polygonia で ある . Precis, Hypolimnas, Doleschalia, Anartia の 4 属 は 第 8 腹 節 の D1 お よび D2 刺 
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